
年間授業計画

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 7 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1．私たちの生活環境と眼
2．ヒトの生命活動と健康の維持
3．ヒトの生命現象とDNA

【知識・技能】
・抗体による免疫の概要を理解し，予防接種の意
義を説明することができる。
【思考・判断・表現】
・血糖濃度やホルモンの分泌量の変化のグラフを
読み取り，ホルモンによる血糖濃度の調節につい
て考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ヒトの生命現象と生活との関連に興味・関心を
もち，意欲的に学習しようとしている

1

○

6

○ ○ ○

理科 科学と人間生活

２
学
期

・生体内での代謝にも触れ，エネルギー源
として重要であることに気付かせる。
・タンパク質を構成するアミノ酸の構造と
特徴を理解させる。
・アミノ酸の重合体であるタンパク質につ
いてその構造と性質を学習させる。
・油脂は生体のエネルギー源であり，ま
た，生体内に蓄積されていて生命の維持に
欠かせないものであることを学習させる。

1.衣食にかかわるさまざまな物質
2.食品にかかわる物質
特集　食品表示と健康
3.衣料にかかわる物質
特集　衣料に新たな性質・機能を
与える加工

【知識・技能】
・食品や衣料を構成する物質の多くが高分子化合物であること
理解し，天然高分子化合物と合成高分子化合物に分類すること
ができる。
【思考・判断・表現】
・食品中の成分が生命体においてどのような役割を果たしてい
るか学習を通して総合的に判断し，表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な食品中の成分や，衣料材料の性質や用途を追求し，生
命の維持と快適な生活にこれらの食品や繊維がどのように利用
されているか関心を持ち，意欲的に学習しようとする。

○ ○

1．いろいろな微生物
特集　いろいろな微生物のなかま
2．微生物の利用
3．生態系での微生物

【知識・技能】
・様々な微生物の存在や働き，生態系での役割に
ついて得た知識を，人間生活と関連づけて理解で
きる
【思考・判断・表現】
・微生物の存在や働きについて，実験を通して考
察し，表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・微生物と人間生活の関わりについて関心を持
ち，意欲的に学習しようとする。

○ ○

定期考査 獲得した知識が定着しているか？ ○ ○

・金属がどのような場面で使用され
ているか，使用例を考えて学習させ
る。
・金属の利用や腐食の防止につい
て，金属の性質に関連して考えさせ
る。
・原料や製造方法を変えることによ
り様々な特性を持ったプラスチック
が製造できることに気付かせ，その
用途特徴について理解させる。

2．金属
3．プラスチック
4．セラミック
特集　リサイクル

【知識・技能】
・それぞれの材料の特徴を把握し，安全で快適な
生活のための利用法を理解している
【思考・判断・表現】
・天然にある素材と人工的に作り出した素材が日
常生活の中でどのように使われているかを考え，
表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
さらによりよい生活のために改良すべき点はない
か意欲的に学習しようとする。

○ ○

○ 6

7

7

配当
時数

１
学
期

・ＳＩ単位系の7つの物理量を知
る。
・物理量の記述について、ＭＫＳ単
位系の成り立ちから、基準量につい
て理解する。
・有効数字や指数表記について理解
し、10のべき乗で単位が作られてい
ることを知る。
・光の性質を理解し、波長と色の関
係を知る。

0．身の回りの現象のとらえ方
1．光
２．電磁波の利用
特集　電磁波と宇宙・地球の観測

【知識・技能】
・電磁波が波長によって分類でき，光もその一つ
であること，電磁波が日常生活で利用されている
ことを理解できる
【思考・判断・表現】
・身の回りに光の現象を見出し，波の性質を使い
それらを科学的に分析して，総合的に判断でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自然界に見られる光の現象に関心を持ち，意欲
的に調べようとする。

○ ○ ○ 4

・明暗への順応や遠近調節などにつ
いて，実験を通して理解させる。
・１日の明暗変化や季節変化が動物
の行動に影響していることを理解さ
せる。
・グラフの読み取りを通して血糖濃
度が調節されていることに気づか
せ，調節にかかわるホルモンの働き
を理解させる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・地球上のあらゆる場所に微生物が
いることを学習させる。また，微生
物の種類について理解させる。
・微生物発見の歴史について学習さ
せるとともに，パスツールがどのよ
うにして生物が自然発生しないこと
を証明したかについて実験の追体験
を通して気づかせる。

○

自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解し、実習の基本操作ができる。

身近な事物・現象に関心や探究心をもち，科学
的な視点・考察力を養うとともに，科学技術に
対する関心を高める態度を身につける。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 科学と人間生活 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

科学技術の発展の人間生活への貢献，身近な事
物・現象を通しての現代の人間生活と科学技術
の関連性についての知識を身につけ，これから
の科学技術と人間生活のあり方について理解す
る。

身近な事物・現象の中に問題を見出し，観察，実
験，調査などを行って得た結果について，科学的
に思考し，判断する。
そこから導き出した自らの考えを的確に表現す
る。

科学と人間生活　（実教出版）

理科

自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって観察，実習に取り組むことができる。

見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

科学と人間生活

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画　

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

・生体内での代謝にも触れ，エネル
ギー源として重要であることに気付
かせる。
・タンパク質を構成するアミノ酸の
構造と特徴を理解させる。
・アミノ酸の重合体であるタンパク
質についてその構造と性質を学習さ
せる。
・油脂は生体のエネルギー源であ
り，また，生体内に蓄積されていて
生命の維持に欠かせないものである
ことを学習させる。

1.衣食にかかわるさまざまな物質
2.食品にかかわる物質
特集　食品表示と健康
3.衣料にかかわる物質
特集　衣料に新たな性質・機能を
与える加工

【知識・技能】
・食品や衣料を構成する物質の多くが高分子化合物である
こと理解し，天然高分子化合物と合成高分子化合物に分類
することができる。
【思考・判断・表現】
・食品中の成分が生命体においてどのような役割を果たし
ているか学習を通して総合的に判断し，表現することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な食品中の成分や，衣料材料の性質や用途を追求
し，生命の維持と快適な生活にこれらの食品や繊維がどの
ように利用されているか関心を持ち，意欲的に学習しよう
とする。

２
学
期

・日本列島の地質的な特徴としての
「島弧ｰ海溝系」について学習し，現
在の日本列島の特徴を概観させる。
・火山のメカニズムを学習し，火山
災害を引き起こす現象を理解させ
る。
・地震のメカニズムを学習し，地域
において将来おこる可能性のある地
震のタイプや規模などを確認させ
る。

1．身近な景観のなりたち
2．地球内部のエネルギー

【知識・技能】
・自然景観の成因や日本列島の成り立ちとその変
化について理解している。
【思考・判断・表現】
・地震や火山のハザードマップなどを調査検討
し，災害リスクを的確に表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な自然景観や自然災害に関心を持ち，意欲
的に調べようとする。

○ ○

○ 20

定期考査

・日本列島の地質的な特徴としての
「島弧ｰ海溝系」について学習し，
現在の日本列島の特徴を概観させ
る。
・火山のメカニズムを学習し，火山
災害を引き起こす現象を理解させ
る。
・地震のメカニズムを学習し，地域
において将来おこる可能性のある地
震のタイプや規模などを確認させ
る。

3．自然の恵みと自然災害
特集　地場産業と地学
特集　防災

【知識・技能】
・自然景観の成因や日本列島の成り立ちとその変
化について理解している。
【思考・判断・表現】
・地震や火山のハザードマップなどを調査検討
し，災害リスクを的確に表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な自然景観や自然災害に関心を持ち，意欲
的に調べようとする。

○ ○ ○ 10

獲得した知識が定着しているか？

○ ○

1

合計

70

○ ○

1

○ 7

定期考査 獲得した知識が定着しているか？ ○ ○

生物基礎
理科 生物基礎 2

生物基礎　（実教出版）
理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解し、実験の基本操作ができる。
自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって観察，実験に取り組むことができる。
見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

理科

生物基礎
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生物や生物現象についての理解を深め，科学的
に探究するために必要な観察，実験などに関す
る技能を身に付けている。

自然の事物・現象の中に問題を見いだし，見通し
をもって観察，実験などを行い，科学的に探究す
る力を身に付けている。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に
探究しようとする態度を身に付けている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

○ ○ ○ 5

2節生物とエネルギー
・生物のエネルギーの獲得とその受
け渡しを理解する。
・光合成、呼吸の過程を説明でき
る。

・生命活動とエネルギーの獲得
・酵素と代謝
・光合成と呼吸

【知識・技能】
代謝におけるＡＴＰや酵素の役割について理解し
ている。
【思考・判断・表現】
エネルギーの観点で生命現象としての代謝をとら
えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】取り組み姿勢

○ ○ ○ 6

1章　生物の特徴
1節生物の多様性と共通性
生物や細胞は、多様性と共通性を
持っていることを理解する。
・生物の共通性と生命の起源を関連
付けて理解する。
・細胞の働きを理解する。

・共通性・多様性とその由来
・細胞

【知識・技能】
系統分類の手法と各郡の代表的な生物とその特徴
を理解している。
【思考・判断・表現】
生物の共通性と細胞の多様性から進化の過程を類
推できる。
【主体的に学習に取り組む態度】取り組み姿勢



年間授業計画　

高等学校 令和7年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 7 組～ 8 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

1章　生物の特徴
1節生物の多様性と共通性
生物や細胞は、多様性と共通性を
持っていることを理解する。
・生物の共通性と生命の起源を関連
付けて理解する。
・細胞の働きを理解する。

・共通性・多様性とその由来
・細胞

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○ ○ 6

獲得した知識が定着しているか？ ○ ○ 1

３
学
期

10

3節生態系と生物の多様性
・生態系内の生物のつながりを理解
する。
・生態系の平衡を理解する。
・生態系へ人間の与える影響を理解
するとともに生態系の保全について
考える。

・生物の多様性
・生物どうしのつながり
・生態系のバランス
・人間生活による環境への影響
・生物多様性への影響と生態系の
保全

【知識・技能】
環境問題の原因と生態系への影響を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
生態系の保全について今後の行動を決定できる。
【主体的に学習に取り組む態度】課題提出

○ ○ ○

12

合計

70
定期考査 獲得した知識が定着しているか？ ○ ○

定期考査 獲得した知識が定着しているか？ ○ ○ 1

２
学
期

第3章　ヒトのからだの調節　　　　1節体
内環境　　　　　　　　　　　・体内環境
と恒常性を理解する。　　・体液とその調
節機能について理解する。
2節体内環境維持のしくみ　　　　　・自
律神経系、内分泌系のはたらきを理解す
る。
・血糖濃度調節のしくみを理解する。

・体内環境と恒常性
・体液とその働き
・情報の伝達
・自律神経による調節
・内分泌系による調節
・内分泌系と自律神経系による調
節。

【知識・技能】
　体内環境としての体液とその恒常性にかかわる
自律神経系と内分泌系の働きを理解している。
【思考・判断・表現】
恒常性の調節を実体験と併せて説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】課題提出 ○ ○ ○ 10

定期考査 獲得した知識が定着しているか？ ○ ○ 1

３節免疫
・生体防御機構を理解する。
・免疫に関わる細胞や器官を説明で
きる。
・自然免疫機能を理解する。
・獲得免疫機構を理解する。
・免疫と疾患、医療を理解する。

・生体防御と免疫
・自然免疫のしくみ
・獲得免疫のしくみ
・免疫と疾患

1

6

１
学
期

定期考査 獲得した知識が定着しているか？ ○ ○

2章　遺伝子とその働き
1節遺伝情報とDNA
・DNAと染色体の関係を理解する。
・ゲノムについて説明できる。
・DNA構造と特徴を理解する。
・DNAの複製と分配について理解す
る。

・遺伝子の本体
・DNAの構造
・DNAの複製と分配

【知識・技能】
遺伝子とＤＮＡの違いを考察し、遺伝物質として
のＤＮＡの構造と役割を理解している。
【思考・判断・表現】
ＤＮＡの構造や複製過程から遺伝情報を担う物質
の条件を考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】取り組み姿勢

○ ○ ○

2節遺伝情報とタンパク質の合成
・生物とタンパク質の関係を理解する。
・遺伝情報からタンパク質合成の過程を理
解する。　　　　　・タンパク質に多くの
種類があることを理解する。
・生物の特徴がタンパク質の種類で決まる
ことを理解する。

・遺伝子とタンパク質
・タンパク質の合成
遺伝子の発現
・ゲノムと遺伝子

7

4章　生物の多様性と生態系　　　　　1節
植生と遷移　　　　　　　　　　　　　・
生態系の成り立ちについて理解する。
・植生の多様性を理解する。　　　　・遷
移の要因を理解する。　　　　　　2節植
生とバイオーム　　　　　　　　・バイ
オーム成立条件を理解する。　　　　　・
日本の植生について理解する。

・生態系とその成り立ち
・植生とその変化
・遷移のしくみ
・世界のバイオームとその分布
・日本のバイオームとその分布

【知識・技能】
生物を取り巻く環境として生態系をとらえ、その
成り立ちと変化の要因、現在の多様性を理解して
いる。
【思考・判断・表現】
気候情報から、世界に成立しているバイオームを
理解し、説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】課題提出

○ ○ ○

【知識・技能】
　生体防御の３段階を理解している。免疫反応の
しくみと疾患や医療との関係性を理解している。
【思考・判断・表現】
免疫と疾患、医療の関係性を実体験やニュースと
併せて説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】課題提出

○ ○ ○ 10

定期考査

【知識・技能】
遺伝子とＤＮＡの違いを考察し、遺伝物質として
のＤＮＡの構造と役割を理解している。
【思考・判断・表現】
ＤＮＡの構造や複製過程から遺伝情報を担う物質
の条件を考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】取り組み姿勢

○ ○ ○

理科

理科 生物基礎
理科 生物基礎 2

生物基礎　（実教出版）

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解し、実験の基本操作ができる。
自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって観察，実験に取り組むことができる。
見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

生物基礎
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生物や生物現象についての理解を深め，科学的
に探究するために必要な観察，実験などに関す
る技能を身に付けている。

自然の事物・現象の中に問題を見いだし，見通し
をもって観察，実験などを行い，科学的に探究す
る力を身に付けている。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に
探究しようとする態度を身に付けている。

単元の具体的な指導目標



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

11

３節免疫
・生体防御機構を理解する。
・免疫に関わる細胞や器官を説明で
きる。
・自然免疫機能を理解する。
・獲得免疫機構を理解する。
・免疫と疾患、医療を理解する。

・生体防御と免疫
・自然免疫のしくみ
・獲得免疫のしくみ
・免疫と疾患

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○ ○ 11

３
学
期

4章　生物の多様性と生態系
1節植生と遷移
・生態系の成り立ちについて理解する。
・植生の多様性を理解する。
・遷移の要因を理解する。
2節植生とバイオーム
・バイオーム成立条件を理解する。
・日本の植生について理解する。

・生態系とその成り立ち
・植生とその変化
・遷移のしくみ
・世界のバイオームとその分布
・日本のバイオームとその分布

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○ ○ 11

3節生態系と生物の多様性
・生態系内の生物のつながりを理解
する。
・生態系の平衡を理解する。
・生態系へ人間の与える影響を理解
するとともに生態系の保全について
考える。

・生物の多様性
・生物どうしのつながり
・生態系のバランス
・人間生活による環境への影響
・生物多様性への影響と生態系の
保全

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

１
学
期

2節生物とエネルギー
・生物のエネルギーの獲得とその受
け渡しを理解する。
・光合成、呼吸の過程を説明でき
る。

・生命活動とエネルギーの獲得
・酵素と代謝
・光合成と呼吸

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○ ○ 6

2章　遺伝子とその働き
1節遺伝情報とDNA
・DNAと染色体の関係を理解する。
・ゲノムについて説明できる。
・DNA構造と特徴を理解する。
・DNAの複製と分配について理解す
る。

6

2節遺伝情報とタンパク質の合成
・生物とタンパク質の関係を理解する。
・遺伝情報からタンパク質合成の過程を理
解する。　　　　　・タンパク質に多くの
種類があることを理解する。
・生物の特徴がタンパク質の種類で決まる
ことを理解する。
・

・遺伝子とタンパク質
・タンパク質の合成
遺伝子の発現
・ゲノムと遺伝子

・遺伝子の本体
・DNAの構造
・DNAの複製と分配

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○ ○

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○ ○ 8

２
学
期

第3章　ヒトのからだの調節　　　　1節体
内環境　　　　　　　　　　　・体内環境
と恒常性を理解する。　　・体液とその調
節機能について理解する。
2節体内環境維持のしくみ　　　　　・自
律神経系、内分泌系のはたらきを理解す
る。
・血糖濃度調節のしくみを理解する。

・体内環境と恒常性
・体液とその働き
・情報の伝達
・自律神経による調節
・内分泌系による調節
・内分泌系と自律神経系による調
節。

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○ ○

生物基礎（実教出版）

生物の事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって観察，実験に取り組むことができる。
見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

理科
【 知　識　及　び　技　能 】生物の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解し、実験の基本操作ができる。

○ ○ ○

11

合計

70

理科 生物基礎探究
理科 生物基礎探究 2

生物基礎探究
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生物の事物・現象についての概念や原理・法則
などを理解しているとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験などに関する基本操
作や記録などの技能を身に付けている。

生物の事物・現象から問題を見いだし，見通しを
もって観察，実験などを行い，得られた結果を分
析して解釈し，表現するなど，科学的に探究して
いる。

生物の事物・現象に主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究
しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

【生物の多様性と共通性】
・細胞
【知識及び技能】
　原核細胞と真核細胞の違いについ
て細胞小器官を踏まえて理解するこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
細胞の構造などをスケッチを通して
生物学的な視点から考察することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
細胞がすべての生物で共通であると
理解しようとするとともに様々な細
胞を観察しようとする。

・顕微鏡の使い方
・様々な細胞の観察
・ユキノシタを用いた原形質分離
の観察
・ミクロメーターを用いた細胞の
大きさの測定
・校内植物観察と樹木位置図の作
成
・コアセルベートの作成と観察

【知識・技能】
・原核細胞と真核細胞の違いについて,それらの
細胞に含まれる細胞小器官の違いとともに理解し
ている。
【思考・判断・表現】
・細胞が生物の基本構造であることを,生物学的
な視点から考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・細胞がすべての生物で共通であると理解しよう
とする。

○ ○ ○ 28



獲得した知識が定着しているか ○ ○ 1

３
学
期

【遺伝情報とDNA】
・DNAの構造
【知識及び技能】
　DNAが二重らせん構造をしている
こと、塩基の相補性について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
塩基の相補性がもたらすDNAの構造
について利点を考察することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
DNAの研究史を学び、最先端の研究
に興味をもつことができる。

・染色体の構造
・塩基の相補性と塩基間の結合
・唾腺染色体の観察
・体細胞分裂の観察
・減数分裂の監査鵜

【知識・技能】
DNAが二重らせん構造であること,そのため,2本鎖
の塩基配列は相補的であることを理解している。
【思考・判断・表現】
DNAの性質や構造を科学的に考察することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
DNAの性質や構造を,DNAの研究史とともに理解し
ようとする。

○ ○ ○ 6

【遺伝情報とタンパク質の合成】
・遺伝子とタンパク質
【知識及び技能】
　塩基配列とタンパク質の関係につ
いて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
DNAの遺伝情報からタンパク質が合
成される過程を例を用いて表現する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
タンパク質の合成が生命活動にどう
影響しているのかを調べようとして
いる。

・アミノ酸とタンパク質の構造
・タンパク質の熱変性の実験

【知識・技能】
DNAの塩基配列に基づいて,タンパク質が合成され
ることを理解している。
【思考・判断・表現】
DNAの遺伝情報に基づいてタンパク質が合成され
る過程を体系的に考察し,表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
DNAの塩基配列の情報に基づいて,タンパク質が合
成されることを理解しようとする。

○ ○ ○ 6

【遺伝情報とタンパク質の合成】
・タンパク質の合成
・遺伝子の発現
【知識及び技能】
　転写と翻訳について理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
転写と翻訳について具体的に説明す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
転写と翻訳についてその制御機構な
どを詳しく調べようとしている。

・転写と翻訳のくわしい仕組み
・ウニの受精と発生とその観察

【知識・技能】
DNAの塩基配列に基づいて,タンパク質が合成され
ることを理解している。
【思考・判断・表現】
DNAの遺伝情報に基づいてタンパク質が合成され
る過程を体系的に考察し,表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
DNAの塩基配列の情報に基づいて,タンパク質が合
成されることを理解しようとする。

○

定期考査

○ ○ 6

定期考査

２
学
期

【生物とエネルギー】
・酵素と代謝
【知識及び技能】
　化学反応に触媒がかかわることを
理解し、酵素と触媒を比較すること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
タンパク質の特徴を理解したうえで
酵素の性質を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
体内の化学反応に酵素が関わること
について体温など様々な条件を踏ま
えて考察しようとする。

・酵素の性質
・酵素の熱変性の実験

【知識・技能】
生体内で行われる化学反応は,酵素が触媒してい
ることを理解している。
【思考・判断・表現】
酵素の主成分がタンパク質であることから酵素の
性質について考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
体内で行われる化学反応は,酵素が関わっている
ことを理解しようとする。

○ ○ ○ 8

【生物とエネルギー】
・呼吸
【知識及び技能】
　肺呼吸と細胞呼吸を区別すること
ができ、細胞呼吸が生命活動に必要
なエネルギーを作っていることを理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
生命活動に必要なエネルギーをどの
ように得ているのかを考察すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
呼吸に必要な有機物について普段の
生活と関連付けて考えようとする。

・呼吸の仕組み
・発酵
・コハク酸脱水素酵素の実験
・ツルグレン装置を用いた土壌動
物の観察
・生物の酸素消費と呼吸商

【知識・技能】
生命活動にはエネルギーが必要であり，生物は呼
吸や光合成から得ていることを理解している。
【思考・判断・表現】
呼吸や光合成からエネルギーを得る方法を,関連
づけて考察し,それを表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
生命活動に必要なエネルギーを,呼吸や光合成か
ら得ていることを理解しようとする。

○ ○ ○ 7

【生物とエネルギー】
・光合成
【知識及び技能】
　植物がどのように光エネルギーを
利用しているのかを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
光合成のそれぞれの反応についてど
んな反応なのか説明することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
光合成の反応について実験を通して
理解しようとしている。

・光合成のしくみ
・グルタミン合成酵素の阻害実験
・光合成速度の実験

【知識・技能】
生命活動にはエネルギーが必要であり，生物は呼
吸や光合成から得ていることを理解している。
【思考・判断・表現】
呼吸や光合成からエネルギーを得る方法を,関連
づけて考察し,それを表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
生命活動に必要なエネルギーを,呼吸や光合成か
ら得ていることを理解しようとする。

○ ○ ○ 6

１
学
期

定期考査 獲得した知識が定着しているか ○ ○ 1

獲得した知識が定着しているか

○ ○

1

合計

70



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

高等学校　新化学基礎（第一学習社）
理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解し、実験の基本操作ができる。
自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって観察，実験に取り組むことができる。
見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

化学基礎
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自然の事物・現象についての概念や原理・法則
などを理解しているとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験などに関する基本操
作や記録などの技能を身に付けている。

自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しを
もって観察，実験などを行い，得られた結果を分
析して解釈し，表現するなど，科学的に探究して
いる。

自然の事物・現象に主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究
しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

序章　物質と化学
物質について調べることにより，さ
まざまな物質を特徴によって分類す
ることができることを理解させる。

「物質の変化を観察する」 物質と化学
【知識及び技能】物質を性質ごとに分類すること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
物質の性質に注目し、それぞれの物質を性質ごと
に分類することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
日常生活や社会を支える物質やその利用に関心を
持ち、物質の取り扱い方や人間生活における役割
を探究しようとする。

○ ○ ○ 3

物質の探究
混合物と純物質の違いを理解し、自
然界の物質の多くが混合物であるこ
とを理解させる。また、混合物から
目的の物質に分離するには、物質の
性質に合わせた方法があることを知
る

混合物から純物質を分離する方法
を学び、物質の性質に適した分離
の方法を選択する探究的な学びを
行う。「炎色反応」の実験を行
い、元素の確認方法についての理
解を深める。

【知識・技能】
身のまわりの物質を純物質と混合物に分類するこ
とができる。
【思考・判断・表現】
混合物に含まれる純物質の性質から、分離の方法
を考えることができる。未知の物質について、元
素確認法を用いて
【主体的に学習に取り組む態度】
物質の構造や性質に関する事象に関心を持ち、意
欲的に物質を探究しようとする。

○ ○ ○ 8

定期考査 獲得した知識が定着しているか ○ ○ 1

物質の構成粒子
元素の周期律及び原子の電子配置と
周期表の族や周期との関係について
理解する。

原子構造の簡単なモデルを描く技
能を習得し、的確に表現する。

【知識・技能】
物質が原子から成り立っていることを理解してい
る。原子の構造を理解している。
【思考・判断・表現】
イオンの生成を電子配置と関連づけて考えること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
元素の性質に興味を持ち、元素の性質が周期的に
変わることを探究しようとする。

○ ○ ○ 6

イオン結合
イオン結晶の組成式のつくりかたや
イオン結晶の性質を理解する｡

イオン同士の電子の動きを電子配
置の図を用いて表現する。

【知識・技能】
イオン結合がイオン間の静電気的な引力による結
合であることを理解している。
【思考・判断・表現】
イオン結合でできた物質に共通する性質につい
て、推論することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
イオン結合でできた物質の性質について探究しよ
うとする。

○ ○ ○ 5

定期考査 獲得した知識が定着しているか ○ ○ 1

２
学
期

共有結合・金属結合
分子中の原子の結合および分子の構
造を表す方法を理解する｡

分子模型の製作を通して，分子の
結合と形について考える

【知識・技能】
共有結合を電子配置と関連づけ、電子式や構造式
の表し方を理解している。
【思考・判断・表現】
電気陰性度を理解し，分子の形と合わせて極性に
ついて考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
分子からなる物質や、共通結合の結晶の性質につ
いて探究しようとする。

○ ○ ○ 6

化学結合と物質
それぞれの化学結合によってできた
結晶について、その性質や構成粒子
などを比較し、理解する。

それぞれの化学結合でできた代表
的な物質について理解する。

【知識・技能】
１～３節で学習した化学結合の種類を系統だてて
理解している。
【思考・判断・表現】
１～３節で学習した化学結合について，特徴を比
較しながら表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
身近な物質を化学結合の種類と結び付けて考える
ことができる。

○ ○ ○ 6

定期考査 獲得した知識が定着しているか ○ ○ 1

１　原子量と分子量・式量
２　物質量

物質量の意味と有用性を理解し、
物質量から質量や気体の体積を換
算する方法を習得する。

【知識・技能】
物質量を用いた基本的な計算ができる。
【思考・判断・表現】
物質量(mol)の定義を説明することができる。

○ 11



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（ 2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査 獲得した知識が定着しているか ○ 1

３
学
期

１　溶液の濃度
２　化学反応式

化学反応式の係数比は、物質量比
(気体の場合には、さらに体積比)
を表していることを理解し、化学
反応式によって、反応物・生成物
の質量・体積が求められることを
理解する。

【知識・技能】
モル濃度が、溶液の体積と溶質の物質量との関係
を表していることを理解している。
【思考・判断・表現】
質量パーセント濃度とモル濃度の違いを表現する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
化学変化の量的関係を物質量と関連づけて考察し
ようとする。

○ ○ ○ 10

酸と塩基 酸と塩基の定義を学習し、酸性、
塩基性、中性について理解する。
酸と塩基の価数と酸と塩基の強弱
とは、直接関係しないことを理解
する。中和の量的関係について理
解する。

【知識・技能】
酸と塩基の共通性を見出し、酸･塩基の定義を理
解できる。
【思考・判断・表現】
酸･塩基の価数・強弱の関係を理解し，電離度に
関連付けて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
酸性、塩基性の程度を表す方法を探究しようとす
る。

○ ○ ○ 5

酸化・還元
酸化還元反応が電子の授受による反
応であることを理解する。

金属の酸化されやすさの尺度であ
るイオン化傾向について学習し、
身近で行われている酸化還元反応
と関連付けながら理解する。

【知識・技能】
酸化と還元が同時に起こることを理解している。
酸化剤と還元剤の定義を理解している。
【思考・判断・表現】
身近な現象と酸化還元反応を関連付けることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
電子の授受という観点から化学反応をとらえ，意
欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 5

定期考査 獲得した知識が定着しているか

○ ○

1

合計

70

理科 化学基礎探究
理科 化学基礎探究 2

高等学校　新化学基礎（第一学習社）
理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解し、実験の基本操作ができる。
自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって観察，実験に取り組むことができる。
見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

化学基礎探究
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自然の事物・現象についての概念や原理・法則
などを理解しているとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験などに関する基本操
作や記録などの技能を身に付けている。

自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しを
もって観察，実験などを行い，得られた結果を分
析して解釈し，表現するなど，科学的に探究して
いる。

自然の事物・現象に主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究
しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

第2節　酸・塩基とその反応
①酸と塩基
②酸・塩基の強弱
③水素イオン濃度とpH

酸性・塩基性の定義を理解する。
また、酸・塩基の強弱の違いが生
じる原因や電離度についても理解
する。

【知識・技能】
酸と塩基の定義や分類、電離度について理解する
ことができる。
【思考・判断・表現】
酸・塩基の観察，実験から共通性を見いだし，
酸・塩基の定義を理解し，日常生活と関連付けて
考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
酸，塩基や中和反応に関心をもち，それらを日常
生活に関連付けて，意欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 6

第2節　酸・塩基とその反応
④pHの測定
⑤中和と塩
⑥中和の量的関係

水溶液の性質(酸性・中性・塩基
性)と水素イオン濃度やpHとの関係
を理解する。

【知識・技能】
水溶液の性質(酸性・中性・塩基性)と水素イオン
濃度やpHとの関係を理解し，知識を身に付けてい
る。水素イオン指数の意味を理解している。
【思考・判断・表現】
学習課題に対して観察・実験や調査を計画・実施
し，結果にもとづいて総合的に考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
酸と塩基の反応の量的関係を物質量と関連付けて
考察しようとする。

○ ○ ○ 6

第2節　酸・塩基とその反応
⑦中和滴定
⑧中和滴定曲線

中和滴定など酸や塩基に関する実
験を行い，酸と塩基の性質および
中和反応に関与する物質の量的関
係について理解する。

【知識・技能】
中和反応に関与する物質の量的関係を理解し，中
和反応における酸と塩基の量的関係を計算によっ
て求めることができる。
【思考・判断・表現】
中和滴定の実験を通して，それぞれの操作がどの
ような意味をもっているのかを理解し，実験結果
からそれぞれの溶液のモル濃度を求めることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習課題に対して積極的に観察・実験を行い，意
欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 8



１
学
期

第3節　酸化還元反応
①酸化と還元
②酸化数

酸化還元反応が電子の授受による
ことを理解する。

【知識・技能】
酸化・還元の定義を理解し，知識を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
観察，実験を通して，酸化・還元の定義をもとに
事物・現象の中に共通性を見出し，酸化還元反応
として論理的に考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
燃焼，金属の溶解や腐食などの反応に興味をも
ち，電子の授受という観点から，それらを意欲的
に探究しようとする。

○ ○ ○ 8

定期考査 獲得した知識が定着しているか
○ ○ 1

２
学
期

第3節　酸化還元反応
③酸化剤と還元剤(1)
④酸化剤と還元剤(2)
⑤金属のイオン化傾向

酸化剤，還元剤のはたらきを理解
し，半反応式をもとに酸化還元反
応を組み立てる。

【知識・技能】
酸化剤，還元剤のはたらきを理解し，半反応式を
もとに酸化還元反応を組み立てることができる。
【思考・判断・表現】
代表的な酸化剤・還元剤の観察から電子の授受と
しての規則性を見いだし，自らの考えで表現でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
酸化還元反応の量的関係を物質量と関連付けて考
察しようとする。

○ ○ ○ 8

第3節　酸化還元反応
⑥金属の反応性
⑦電池
⑧電気分解

酸化還元反応の利用例として，電
池や電気分解などがあることを理
解し，電池の構成などの基本的な
知識を身に付ける。

【知識・技能】
酸化還元反応の利用例として，電池や電気分解な
どがあることを理解する。
【思考・判断・表現】
観察，実験を通して，酸化還元反応の利用例をも
とに事物・現象の中に共通性を見出し，酸化還元
反応として論理的に考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習課題に対して積極的に観察・実験を行い，意
欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 7

電池・電気分解 電池・電気分解の構成や基本原理
を理解したり、ファラデーの法則
をもとに，物質の量的関係につい
て理解する。

【【知識・技能】
電池・電気分解の構成や基本原理を理解する。
【思考・判断・表現】
観察，実験を通して，電池と電気分解の利用例を
もとに事物・現象の中に共通性を見出す。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習課題に対して積極的に観察・実験を行い，意
欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 6

定期考査 獲得した知識が定着しているか
○ ○ 1

３
学
期

化学反応の速さ 化学反応の速さは，反応物の濃度
や温度，反応する物質の状態など
の条件が変化すると，同じ反応で
あっても変化することを理解す
る。

【知識・技能】
反応物の濃度や温度，反応する物質の状態などの
条件が変化すると，化学反応の速さが変化するこ
とを理解する。
【思考・判断・表現】
観察，実験を通して，化学反応の速さの利用例を
もとに事物・現象の中に共通性を見出す。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習課題に対して積極的に観察・実験を行い，意
欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 6

化学平衡 平衡状態において，各物質のモル
濃度，平衡定数から化学平衡の法
則をもとに，物質の量的関係につ
いて理解する。

【知識・技能】
平衡状態において，各物質のモル濃度，平衡定数
から化学平衡の法則をもとに，物質の量的関係に
ついて理解する。
【思考・判断・表現】
観察，実験を通して，平衡状態の利用例をもとに
事物・現象の中に共通性を見出す。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習課題に対して積極的に観察・実験を行い，意
欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 6

電離平衡 電離に関する平衡状態において，
各物質のモル濃度，電離定数から
化学平衡の法則をもとに，物質の
量的関係について理解する。

【知識・技能】
電離に関する平衡状態において，各物質のモル濃
度，電離定数から化学平衡の法則をもとに，物質
の量的関係について理解する。
【思考・判断・表現】
観察，実験を通して，平衡状態の利用例をもとに
事物・現象の中に共通性を見出す。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習課題に対して積極的に観察・実験を行い，意
欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 6

定期考査 獲得した知識が定着しているか

○ ○

1

合計

70



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（2学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 物理基礎
理科 物理基礎 2

高等学校　新物理基礎（第一学習社）
理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解し、実験の基本操作ができる。
自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって観察，実験に取り組むことができる。
見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

物理基礎
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自然の事物・現象についての概念や原理・法則
などを理解しているとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験などに関する基本操
作や記録などの技能を身に付けている。

自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しを
もって観察，実験などを行い，得られた結果を分
析して解釈し，表現するなど，科学的に探究して
いる。

自然の事物・現象に主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究
しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

第Ⅰ章　運動とエネルギー
第1節　物体の運動
・物体の変位や速度などの表し方に
ついて，直線運動を中心に理解す
る。

・物体の変位や速度などの表し方
について，直線運動を中心に理解
する。

【知識及び技能】等速直線運動の速さや移動距離
を計算することができる。
【思考力、判断力、表現力等】速さと速度の違い
を説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】身のまわりの物体
の運動に関心を示し，位置や変位，速度を理解し
ようとする。

○ ○ ○ 3

第Ⅰ章　運動とエネルギー
第1節　物体の運動
・物体の加速度を理解し，等加速度
直線運動について式やグラフで考え
ることができる。

・物体の加速度を理解し，等加速
度直線運動について式やグラフで
考えることができる。

【知識・技能】加速度を計算することができる。
等加速度直線運動の式を用いて，それぞれの物理
量を計算することができる。
【思考・判断・表現】等加速度直線運動の特徴を
踏まえ，グラフから変位や速度，加速度を読み取
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】斜面を下る力学
台車の加速度の測定など，積極的に実験に取り組
んでいる。

○ ○ ○ 8

定期考査 獲得した知識が定着しているか ○ ○ 1

第Ⅰ章　運動とエネルギー
第1節　物体の運動
・自由落下や鉛直投射について，式
やグラフを用いて考えることができ
る。

・自由落下や鉛直投射について，
式やグラフを用いて考えることが
できる。

【知識・技能】落下する物体の運動は，鉛直下向
きの加速度をもつ等加速度運動であることを理解
する。
【思考・判断・表現】落下運動の特徴を理解し，
式やグラフを用いて表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】物体が落下する
ときのようすなどに関心をもち，それらの現象を
物理的に考えようとする。

○ ○ ○ 6

第Ⅰ章　運動とエネルギー
第2節　力と運動の法則
・物体にさまざまな力がはたらくこ
とを理解する。
・物体にはたらく力の合成・分解を
ベクトルを用いて扱い，つりあいに
ついて理解を深める。

・物体にさまざまな力がはたらく
ことを理解する。
・物体にはたらく力の合成・分解
をベクトルを用いて扱い，つりあ
いについて理解を深める。

【知識・技能】質量と重さの違いを理解し，重
力，弾性力を計算することができる。・ 物体に
はたらく力の合成・分解をベクトルを用いて扱
い，つりあいについて理解を深める。
【思考・判断・表現】力のベクトルの性質を踏ま
え，つりあいの式を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】日常での経験と
照らし合わせて力のはたらきを観察し，物理学的
に理解しようとする。

○ ○ ○ 5

定期考査 獲得した知識が定着しているか？ ○ ○ 1

２
学
期

第Ⅰ章　運動とエネルギー
第2節　力と運動の法則
・作用・反作用の法則を扱い，つり
あう2力との違いを理解する。
・運動の3法則について，観察や実
験を通して理解する。

・作用・反作用の法則を扱い，つ
りあう2力との違いを理解する。
・運動の3法則について，観察や実
験を通して理解する。

【知識・技能】2力のつりあい，3力のつりあいに
ついて理解する。ばねばかりを用いて，はたらく
力の大きさを測定できる。
【思考・判断・表現】つりあう2力と作用・反作
用の2力の違いを説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】力のつりあいや
作用・反作用の法則を確認する実験などに意欲的
に取り組んでいる。

○ ○ ○ 6

第Ⅰ章　運動とエネルギー
第2節　力と運動の法則
・運動方程式の立て方について学習
し，さまざまな運動状態における運
動方程式の立て方を理解する。
・摩擦力の特徴を理解し，それを含
めた運動について理解する。

・運動方程式の立て方について学
習し，さまざまな運動状態におけ
る運動方程式の立て方を理解す
る。
・摩擦力の特徴を理解し，それを
含めた運動について理解する。

【知識・技能】さまざまな運動状態における物体
について，運動方程式を立てることができる。静
止摩擦力，動摩擦力の大きさを計算できる。
【思考・判断・表現】運動方程式を用いて，物体
がどのような運動をするかを考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】力と質量と加速
度の間にどのような関係があるかを予想し，主体
的に実験に取り組んでいる。 ○ ○ ○ 6

定期考査 獲得した知識が定着しているか ○ ○ 1

第Ⅰ章　運動とエネルギー
第3節　仕事と力学的エネルギー
・仕事，仕事の原理，仕事率を学習
し，物理における｢仕事｣について理
解する。
・運動エネルギーと仕事の関係につ
いて，式を用いて理解する。

・仕事，仕事の原理，仕事率を学
習し，物理における｢仕事｣につい
て理解する。
・運動エネルギーと仕事の関係に
ついて，式を用いて理解する。

【知識・技能】物理における仕事，仕事率を計算
することができる。運動エネルギーの大きさを計
算し，物体がされた仕事との関係についても式を
用いて計算できる。
【思考・判断・表現】運動エネルギーと仕事の関
係について説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】・ 日常におけ
る仕事との違いに留意し，物理における仕事につ
いて理解しようとする。

○ ○ ○ 11



２
学
期

第Ⅰ章　運動とエネルギー
第3節　仕事と力学的エネルギー
・位置エネルギーについて，仕事と
関連づけて理解する。
・力学的エネルギーの保存について
実験などを通して学習し，法則が成
り立つ条件とともに理解する。

・ 位置エネルギーについて，仕事
と関連づけて理解する。
・ 力学的エネルギーの保存につい
て実験などを通して学習し，法則
が成り立つ条件とともに理解す
る。

【知識・技能】落下運動などについて，力学的エ
ネルギーが保存されることを，式で導くことがで
きる。
【思考・判断・表現】種々の物体の運動につい
て，力学的エネルギー保存の法則を適用すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】運動エネルギー
と位置エネルギーの両者から，エネルギーについ
て成り立つ関係を主体的に導出しようとする。

○ ○ ○ 10

定期考査 獲得した知識が定着しているか ○ ○ 1

３
学
期

第Ⅱ章　熱
第1節　熱とエネルギー
・熱運動，セルシウス温度，絶対温
度を学習し，温度について理解す
る。
・熱と熱量を学習したのち，熱平
衡，比熱，熱容量，熱量の保存につ
いて理解する。

・ 熱運動，セルシウス温度，絶対
温度を学習し，温度について理解
する。
・ 熱と熱量を学習したのち，熱平
衡，比熱，熱容量，熱量の保存に
ついて理解する。

【知識・技能】熱容量と比熱の関係を学習し，熱
量の保存についての式を立てることができる。
【思考・判断・表現】比熱と熱容量の違いを理解
し，熱量の保存を利用して比熱などの測定をする
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】熱量の保存を利
用した比熱の測定実験について，積極的に取り組
んでいる。

○ ○ ○ 5

第Ⅱ章　熱
第1節　熱とエネルギー
・熱量の保存を利用し，物質の比熱
を測定する。
・熱と仕事が同等であることを学習
し，内部エネルギー，熱力学の第1
法則を理解する。

・熱量の保存を利用し，物質の比
熱を測定する。
・熱と仕事が同等であることを学
習し，内部エネルギー，熱力学の
第1法則を理解する。

【知識・技能】熱力学の第1法則を用いて，内部
エネルギーの変化，外部とやりとりする仕事，熱
を計算することができる。
【思考・判断・表現】水を加熱していくときの，
物質の状態と構成粒子の熱運動の関係について説
明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】熱と仕事の関係
について，日常における現象と結びつけて考えよ
うとする。

○ ○ ○ 5

定期考査 獲得した知識が定着しているか

○ ○

1

合計

70



年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度（2学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組
教科担当者：
使用教科書：（ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 物理基礎探究
理科 物理基礎探究 2

高等学校　新物理基礎（第一学習社）
理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解し、実験の基本操作ができる。
自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって観察，実験に取り組むことができる。
見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

物理基礎探究
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自然の事物・現象についての概念や原理・法則
などを理解しているとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験などに関する基本操
作や記録などの技能を身に付けている。

自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しを
もって観察，実験などを行い，得られた結果を分
析して解釈し，表現するなど，科学的に探究して
いる。

自然の事物・現象に主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究
しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

第Ⅲ章　波動
第1節　波の性質
・波の伝わり方について理解し，振
動数と周期の関係を学習する。
・正弦波と波，振幅，波長，周期，
振動数など，波の基本的な要素につ
いて理解する。

・波の伝わり方について理解し，
振動数と周期の関係を学習する。
・正弦波と波，振幅，波長，周
期，振動数など，波の基本的な要
素について理解する。

【知識及び技能】ひもを伝わる波の観察などを通
して，波の伝わり方を理解する。波の基本的な要
素を学習し，波の速さ，波長，周期(振動数)の間
に成り立つ関係を式で表せる。
【思考力、判断力、表現力等】波源の振動の仕方
によってどのような波形の波ができるのかを表す
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】一定時間の経過に
よって進んだ波の作図を，自らの力で描こうと努
力している。

○ ○ ○ 3

第Ⅲ章　波動
第1節　波の性質
・波動実験器を用いた観察などを通
して，重ねあわせの原理と波の独立
性について理解する。
・重なりあった波の作図などを通し
て，定常波が生じるしくみを理解す
る。

・波動実験器を用いた観察などを
通して，重ねあわせの原理と波の
独立性について理解する。
・重なりあった波の作図などを通
して，定常波が生じるしくみを理
解する。

【知識及び技能】2つの波が重なりあったときの
作図ができる。定常波ができる条件を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】波の重ねあわせ，
波の独立性を踏まえ，2つの波によって生じる波
形を作図することができる。
【学びに向かう力、人間性等】自由端，固定端で
の反射の仕方を，観察などを通して物理学的に理
解しようとする。

○ ○ ○ 8

定期考査 獲得した知識が定着しているか？ ○ ○ 1

第Ⅲ章　波動
第2節　音波
・音の3要素(音の高さ，大きさ，音
色)について，音波の波形の特徴を
理解する。
・身近な現象と関連させ，音の反射
について理解する。

・音の3要素(音の高さ，大きさ，
音色)について，音波の波形の特徴
を理解する。
・身近な現象と関連させ，音の反
射について理解する。

【知識及び技能】オシロスコープで表示した音波
の波形を比較し，音の振動数，大きさを比べるこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】音の高さ，大きさ
などが，音波の波形の何で表されるかを理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】身のまわりの事象
や現象と結びつけ，音の伝わるようすや音が波で
あることの特徴を理解しようとする。

○ ○ ○ 6

第Ⅲ章　波動
第2節　音波
・うなりが生じるしくみを理解し，
うなりの回数を計算することができ
る。

・うなりが生じるしくみを理解
し，うなりの回数を計算すること
ができる。

【知識及び技能】うなりとは何かを理解し，その
観測から回数を測定することができる。
【思考力、判断力、表現力等】振動数が既知のお
んさと未知のおんさによるうなりの観測から，未
知の振動数を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】うなりの観測を通
じて，うなりが生じるしくみを主体的に理解しよ
うとする。

○ ○ ○ 5



１
学
期

定期考査 獲得した知識が定着しているか ○ ○ 1

２
学
期

第Ⅲ章　波動
第2節　音波
・弦に生じる振動の特徴を学習し，
波の波長，振動数の関係を式を用い
て理解する。
・気柱に生じる振動の特徴を学習
し，波の波長，振動数の関係を式を
用いて理解する。

・弦に生じる振動の特徴を学習
し，波の波長，振動数の関係を式
を用いて理解する。
・気柱に生じる振動の特徴を学習
し，波の波長，振動数の関係を式
を用いて理解する。

【知識及び技能】気柱が振動するときの定常波の
波長や振動数を式で計算することができる。
【思考力、判断力、表現力等】閉管と開管の違い
を理解し，固有振動で生じる波長と振動数の関係
を式で導くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】ギターやトラン
ペットなど，楽器から出る音のしくみなどに関心
をもち，意欲的に学習に取り組んでいる。

○ ○ ○ 6

第Ⅳ章　電気
第1節　電荷と電流
・電流や電圧とは何かを学習し，
オームの法則について理解する。
・ニクロム線などの物質の抵抗と形
状の関係について測定し，抵抗率を
導入する。

・電流や電圧とは何かを学習し，
オームの法則について理解する。
・ニクロム線などの物質の抵抗と
形状の関係について測定し，抵抗
率を導入する。

【知識及び技能】オームの法則を用いて，電流，
電圧，抵抗のそれぞれの量を求めることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】電流と電圧の関係
を表すグラフから，抵抗を読み取ることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】物質の抵抗と形状
の関係について予想し，主体的に実験に取り組ん
でいる。

○ ○ ○ 6

定期考査 獲得した知識が定着しているか ○ ○ 1

第Ⅳ章　電気
第1節　電荷と電流
・抵抗の直列接続，並列接続におけ
る特徴を踏まえ，合成抵抗を理解す
る。
・ジュールの法則を扱い，電力量と
電力について理解する。

・抵抗の直列接続，並列接続にお
ける特徴を踏まえ，合成抵抗を理
解する。
・ジュールの法則を扱い，電力量
と電力について理解する。

【知識及び技能】直列接続，並列接続における合
成抵抗を計算することができる。ジュール熱，電
力量や電力を計算することができる。
【思考力、判断力、表現力等】抵抗が直列・並列
に接続された回路において，合成抵抗や電流，電
圧を求めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】抵抗の直列接続，
並列接続の特徴について，自身で考察し，式を導
こうとする。

○ ○ ○ 11

第Ⅳ章　電気
第2節　電流と磁場
・電流がつくる磁場について理解す
る。
・モーターが回転するしくみ，発電
機で電気が生じるしくみを理解す
る。

・電流がつくる磁場について理解
する。
・モーターが回転するしくみ，発
電機で電気が生じるしくみを理解
する。

【知識及び技能】直線電流，円形電流，ソレノイ
ドを流れる電流がそれぞれつくる磁場のようすを
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】電流が磁場から受
ける力をもとに，モーターの原理を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】モーターや電磁誘
導に関する実験などに意欲的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 10

定期考査 獲得した知識が定着しているか ○ ○ 1

３
学
期

第Ⅳ章　電気
第2節　電流と磁場
・直流と交流の違いを知り，交流の
性質を踏まえ，変圧器や送電につい
て理解する。
・電磁波の発生，電磁波の分類につ
いて理解する。

・直流と交流の違いを知り，交流
の性質を踏まえ，変圧器や送電に
ついて理解する。
・電磁波の発生，電磁波の分類に
ついて理解する。

【知識及び技能】変圧器における巻数と電圧の関
係や，電力輸送における損失の大きさを計算でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】電磁誘導の特徴を
踏まえ，発電機のしくみを理解する。交流発電機
のしくみを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】家庭での電気の使
用と関連させて，交流の特徴や送電について考え
ている。

○ ○ ○ 5

第Ⅳ章　電気
第3節　エネルギーとその利用
・太陽エネルギーと化石燃料の特徴
について学習し，エネルギーの流れ
や問題点などを理解する。
・放射線の種類とその性質を学習
し，原子力発電についてのメリット
とデメリットを知る。

・太陽エネルギーと化石燃料の特
徴について学習し，エネルギーの
流れや問題点などを理解する。
・放射線の種類とその性質を学習
し，原子力発電についてのメリッ
トとデメリットを知る。

【知識及び技能】原子力発電の基本的なしくみを
理解し，どのような課題があるかを知る。
【思考力、判断力、表現力等】電気エネルギーへ
の変換を中心として，利用しているエネルギー資
源について調べることができる。
【学びに向かう力、人間性等】日常生活と深く関
わる電気エネルギーが，どのようにつくられてい
るのかに関心を示している。

○ ○ ○ 5

定期考査 獲得した知識が定着しているか

○ ○

1

合計

70


